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琴平駅

高松中央IC

JRをご利用
の方

自動車を
ご利用の方

有明浜までの主な交通手段と所要時間

有明浜

JR観音寺駅からタクシーで3分（約2km）
JR観音寺駅から徒歩約30分
※有明浜行きのバスはありません。（レンタサイクルはあります。）
高松自動車道大野原ICから車で12分（約6km）
さぬき豊中ICから車で15分（約8km）
琴弾公園内に無料駐車場あり
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イボキサゴ ヤマトクビキレガイ オチバガイ
分 布

日本（北海道南部～九州）、朝鮮半島
分 布

日本（千葉県南部～九州）、インド洋

ハマサジ クサスギカズラ

ハマニガナ ハマボッス

ハマウツボ アツバスミレ

有明浜など内湾のきれいな
干潟の砂底に生息する。

江甫草山山麓など自然海岸の打
ち上げ堆積物の下に生息する。

財田川河口や有明浜の湧
水ポイントに生息する。

分 布
日本（東北地方以南）、
東アジア

甲 幅
30mm

甲 幅
10mm

体 長
50mm

スナガニ コメツキガニ ニホンスナモグリ
分 布

日本（北海道南部以南）、
東アジア

分 布
日本（北海道以南）、
東アジア

きれいな砂浜の満潮線付
近に10㎝位の巣穴を掘る。

比較的きれいな砂浜に10
㎝位の巣穴を掘る。

比較的きれいな砂質の干潟に
数10㎝位の複雑な巣穴を掘る。

体 長
6～7mm

ハマスズ

日中は、オサムシモドキの巣穴などに隠れ
ている。夜間に活動し「ビィービィービィー」
と鳴く。

体 長
20～24mm

オサムシモドキ　　　　　

日中は、砂に掘った穴にかくれている。夜
間、地表を徘徊し、写真のようにアリ類を
好んで襲って食べる。

体 長
45～50mm
夜間、花に集まる蛾などの小昆虫をつかま
えて食べる。

体 長
約20mm

オオウスバカゲロウ（幼虫）

巣をもたずに砂の中で、自由生活する。他
の昆虫をつかまえて体液を吸う。

体 長
9～11mm
海浜性種。海浜植物のハマゴウの花の花
粉を運ぶ専門家。ハマゴウ周辺の土中に
営巣する。

体 長
10～15mm

ネジロハキリバチ

オオウスバカゲロウ（成虫）

コウベキヌゲハキリバチ

準海浜性種。ハマゴウに集まる。竹筒穴な
ど地上の穴に営巣する。

つ く もやま

（蛹）

2
0
0
7
年
の
全
国
的
な
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
の
海
岸

植
物
（
海
浜
だ
け
で
な
く
、
海
崖
な
ど
の
海
岸
付
近
に
し
か
出
現
し

な
い
在
来
の
維
管
束
植
物
種
）
の
2
8
0
種
の
内
の
８
３
種
は
、
全

国
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
環
境
庁
自
然
保
護
局
野
生
生
物
課

2
0
0
0
）
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
に
約
３
０
％
の
海
岸
植
物
が

絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
危
機
の
要

因
と
し
て
は
、
人
間
の
影
響
（
海
岸
の
埋
め
立
て
や
護
岸
工
事
、
後

背
地
の
開
発
）
や
自
然
災
害
（
海
岸
侵
食
に
よ
る
海
浜
の
奥
行
き
の

縮
小
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
で
は
、
1
9
7
8
年
か
ら

1
9
9
6
年
ま
で
の
間
に
、
砂
浜
海
岸
の
長
さ
は
4
5
.
2
㎞
減
少

し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
の
瀬
戸
内
海
中
部
沿
岸
域
５
県
の
規
模
の

大
き
い
主
な
海
浜
２
２
カ
所
に
お
け
る
海
浜
植
物
の
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
全
部
の
場
所
を
合
わ
せ
て
２
１
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
全
種
が
全
て
揃
って
自
生
し
て
い
た
の
が
、
唯一、
有
明
浜
で
あ
り
、

海
浜
植
物
の
分
布
が
集
中
す
る
こ
の
浜
は
海
浜
植
物
の
保
全
上
の
拠

点
に
な
り
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

日本は、地球の活動によって様々な島があちこちから移動して集
まってできた国だ。香川県とその沖合の瀬戸内海の部分は、ユーラ
シア大陸の東端から分離して移動してきた（年表③）。この地で瀬戸
内海は、誕生と消滅を繰り返してきたのだ。

有
明
浜
は
、陸
に
な
っ
た
り
、海
に
な
っ
た
り

と
、瀬
戸
内
海
と
同
様
に
様
々
な
歴
史
を
繰
り

返
し
て
き
た
。地
球
の
長
い
歴
史
か
ら
見
る
と
、

ご
く
最
近
の
約
6
0
0
0
年
前
は
、ま
だ
海
の

底
だ
っ
た
の
だ
。そ
の
後
、海
岸
線
が
後
退
し
、

現
在
の
有
明
浜
の
と
こ
ろ
に
財
田
川
か
ら
運
ば

れ
た
砂
や
礫
の
う
ち
、軽
い
砂
が
沿
岸
流
に

よ
っ
て
北
に
運
ば
れ
て
、現
在
の
砂
州
が
形
成

さ
れ
た
。有
明
浜
が
面
す
る
燧
灘
の
沿
岸
部
一

帯
は
、遠
浅
の
砂
浜
海
岸
が
発
達
し
て
お
り
、

近
世
ま
で
は
無
数
の
干
潟
が
見
ら
れ
た
が
、戦

後
に
は
工
業
用
地
造
成
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
が

埋
め
立
て
ら
れ
た
。遠
浅
の
有
明
浜
の
砂
浜
海

岸
に
は
、砂
質
環
境
を
好
む
海
洋
生
物
が
棲
み

つ
き
、干
潟
か
ら
続
く
安
定
し
た
大
き
な
海
浜

は
、県
内
最
大
級
の
多
様
な
海
浜
植
物・昆
虫

の
生
育・生
息
地
と
な
って
お
り
、燧
灘
の
沿
岸

部
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

1
6
0
0
万
年
前
、日
本
は
今
の
形
の「
列
島
」に
な
って
お
ら
ず
、現
在
の
瀬
戸
内
海
の
東

半
分
か
ら
山
陰
地
方
は
海
に
お
お
わ
れ
て
お
り
、日
本
海
と
太
平
洋
を
結
ん
で
い
た（
年
表
④
、

図
Ａ
）。し
か
し
、1
4
0
0
万
年
前
の
前
後
に
起
き
た
火
成
活
動
に
よ
り
海
は
一
旦
消
滅
し

た
の
だ（
年
表
⑤
）。と
こ
ろ
が
そ
の
約
1
0
0
0
万
年
後
、現
在
の
大
阪
府
沖
か
ら
愛
媛
県

沖
を
結
ぶ
エ
リ
ア
が
沈
下
し
て
大
き
な
凹
地
と
な
り
湖
が
で
き（
年
表
⑥
、図
B
）、更
に
こ
の

湖
の
堤
防
と
な
って
い
た
徳
島
県（
蒲
生
田
岬
）と
和
歌
山
県（
日
ノ
御
埼
）を
結
ぶ
ラ
イ
ン
が

決
壊
し
、太
平
洋
か
ら
大
阪
湾
へ
と
海
水
が
流
れ
込
み（
年
表
⑦
、図
C
）、次
い
で
播
磨
灘
、

燧
灘
へ
と
広
が
って
いっ
た
。氷
河
時
代
に
入
って
か
ら
は
、約
１
０
万
年
サ
イ
ク
ル
で
氷
期
の

海
面
上
昇
と
間
氷
期
の
海
面
低
下
が
繰
り
返
す
の
に
伴
い
、第
二
瀬
戸
内
海
は
拡
大・縮
小・

陸
化
を
繰
り
返
し
た
。特
に
、約
2
万
年
前
の
最
終
氷
期
最
盛
期
に
は
、海
水
面
が
現
在
よ
り

1
0
0
m
以
上
も
下
が
り
、瀬
戸
内
海
は
陸
地
化
し
、一
部
に
湖
沼
地
帯
が
で
き
て
、ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
た（
年
表
⑧
）。そ
の
後
、急
速
に
温
暖
化
が
進
み
、気
候
が
ほ
ぼ

現
在
と
同
じ
に
な
り
、氷
床
が
溶
け
て
海
水
面
が
上
昇
し
太
平
洋
か
ら
海
水
が
浸
入
し
た
た

め
、湖
は
重
い
塩
水
が
底
に
沈
み
こ
み
、水
面
付
近
は
軽
い
真
水
が
た
だ
よ
う
汽
水
湖
と
な
っ

た（
年
表
⑨
）。そ
れ
か
ら
も
瀬
戸
内
海
は
拡
大
を
続
け
、関
門
海
峡
で
日
本
海
と
通
じ
る
よ

う
に
な
り
、現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
瀬
戸
内
海
が
形
成
さ
れ（
年
表
⑩
）、今
に
至
って
い
る
。

有
明
浜
新
聞

２
㎞
に
わ
た
って
白
い
砂
浜
が
続
く
有
明
浜
は
、瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
含

ま
れ
て
お
り
、「
日
本
の
渚
１
０
０
選
」、「
日
本
の
白
砂
青
松
１
０
０
選
」に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

有
明
浜
の
砂
浜
に
は
、県
内
で
は
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
貴
重
な
海
浜

植
物
が
多
数
生
育
し
て
お
り
、季
節
ご
と
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。昭
和
４
４
年
に
は
、「
有
明
浜
の
海
浜
植
物
群
落
」と
し
て

観
音
寺
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、多
く
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
大
切
に
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
有
明
浜
の
自
然
に
よ
り
親
し
み
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
の
ガ
イ
ド
マッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
あ
、ガ
イ
ド
マッ
プ
を
片
手
に
、有
明
浜
の
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

有
明
浜
は
、全
国
的
に
も
貴
重
な
、汚
染
の
少

な
い
大
規
模
な
砂
質
干
潟
だ
。立
派
な
浜
な
の
で
、

さ
ぞ
、貝
類
は
多
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、き
れ
い（
貧
栄
養
）で
あ
る
た
め
、そ
こ

に
生
息
す
る
海
産
貝
類
は
、種
類
数・個
体
数
共

に
実
際
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
だ
。裏
を
返
せ
ば
、

そ
う
い
う
環
境
を
好
む
貝
類
が
生
息
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、イ
ボ
キ
サ
ゴ
や
フ
ジ
ナ
ミ
ガ
イ
、ム

ラ
サ
キ
ガ
イ
、ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ
、ハマ
グ
リ
等
で
、ど

れ
も
海
水
中
を
漂
う
小
さ
な
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
有
機
物
を
食
べ
て
生
き
て
い
る
、言
わ
ば
生

き
た
浄
水
場
だ
。い
ず
れ
の
種
も
希
少
種
で
、国

（
環
境
省
）の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

掃
除
屋
は
海
中
だ
け
で
は
な
い
。海
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
堆
積
物
の
中
だ
け
で
生
活
す
る
ヤ
マ
ト

ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
も
い
る
。こ
の
種
は
自
然
海
岸
に

し
か
生
息
せ
ず
、県
下
の
生
息
場
所
は
ほ
ん
の
わ

ず
か
し
か
な
い
。こ
れ
ら
の
事
を
併
せ
て
考
え
る

と
、有
明
浜
の
重
要
性
は
明
ら
か
だ
。

有
明
浜
の
貝
類
は
、種
類
数・個
体
数
共
に
あ

ま
り
多
く
な
い
と
話
し
た
が
、実
は
例
外
が
あ

る
。そ
れ
は
オ
チ
バ
ガ
イ
。全
国
的
な
希
少
種
で

本
来
は
河
口
汽
水
域
に
生
息
し
て
い
る
種
だ
が
、

有
明
浜
で
は
前
浜
干
潟
陸
側
に
多
く
生
息
し
て

い
る
。干
潟
の
ど
こ
に
で
も
居
る
訳
で
は
な
く
、

陸
側
か
ら
地
下
水（
淡
水
）の
湧
き
出
て
く
る
場

所
で
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。オ

チ
バ
ガ
イ
が
高
密
度
で
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、湧

水
は
単
な
る
汽
水
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、湧
水
に
含
ま
れ
る
栄
養
塩
に
よ
っ
て

オ
チ
バ
ガ
イ
の
餌
で
あ
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等

の
豊
富
な
環
境
も
作
り
出
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。も
し
、砂
浜
や
そ
の
背
後
の
土

地
が
開
発
さ
れ
て
い
た
ら
、陸
か
ら
の
湧
水
は
枯

渇
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
…
。そ
う
考
え
る
と
、

オ
チ
バ
ガ
イ
の
存
在
は
有
明
浜
の
砂
浜
環
境
が

健
全
で
あ
り
、陸
と
海
の
環
境
が
う
ま
く
結
び

付
い
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ご挨拶

貝類は海で誕生・進化し、川や池、森林にも進出してきた軟体動物だ。有明
浜の干潟や財田川、内陸部の森林には、それぞれの環境に適応した様々な貝
類が暮らしている。特に、干潟からは、全国的にも希少な種が何種も確認さ
れており、海産貝類にとって重要な生息場所となっていることが判明している。

有明浜は全長２km、最大幅105ｍの砂浜海岸で、西日本屈指と言われる
海浜植物の大群落が形成されている。これら植物の個体数、種類数は大
変多く、中には県内ではここでしか見られない種類も数多く自生している。

海
辺
は
保
水
力
が
低
く
、
日
差
し
が
強
い
上
、
風
も
強
く
、
砂

に
埋
も
れ
や
す
い
環
境
で
、
植
物
に
と
っ
て
は
四
重
苦
の
世
界
だ
。

海
浜
植
物
は
、
こ
れ
に
適
応
し
て
、
葉
を
厚
く
し
て
水
を
蓄
え
た
り
、

体
を
固
く
し
て
傷
つ
き
に
く
い
よ
う
に
し
た
り
、
背
を
低
く
し
て
倒

れ
に
く
く
し
た
り
、
地
下
茎
を
伸
ば
し
て
葉
を
砂
の
表
面
に
出
し
た

り
し
て
、
し
た
た
か
に
生
き
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
、
ど
ん
な
海
辺
で
も

生
き
て
い
け
る
だ
ろ
う
…
と
、
つ
い
思
って
し
ま
う
が
、
実
は
そ
う
で

は
な
い
。
海
浜
植
物
に
は
、
種
ご
と
に
自
生
す
る
場
所
の
条
件
が
あ

る
た
め
、
海
か
ら
陸
に
向
か
って
生
え
て
い
る
植
物
が
変
わ
って
く
る
。

中
に
は
波
打
ち
際
か
ら
6
8ｍ
以
上
離
れ
た
場
所
で
し
か
見
出
さ
れ

て
い
な
い
種
も
あ
る
。
高
低
差
の
あ
る
砂
浜
で
は
、
低
い
位
置
を
好

む
種
と
、
高
い
位
置
を
好
む
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
中
心
に
繁
茂

し
て
い
く
。
近
年
の
研
究
の
結
果
、
海
浜
の
規
模
に
比
例
し
て
海
浜

植
物
の
種
類
が
多
く
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
こ
の
事
か
ら
、

雄
大
な
有
明
浜
は
海
浜
植
物
の
宝
庫
に
成
る
べ
く
し
て
成
っ
た
の
だ

と
言
え
よ
う
。

自然観察のマナー
● 自然を知るには、まず五感から！

動植物をよく知るには、顔を近づけて見るだけではなく、
手で触れ、においをかいでみるなど、五感を使って観察
してみましょう。

①採らない → 希少種を保護しましょう
②傷つけない → 植物の生育を見守りましょう
③持ち込まない → 野生の遺伝子を守りましょう
（注１）有明浜に自生しているのと同じ植物でも、遺伝的
に異なる他の地域の植物を持ち込むと遺伝子汚染とな
ります。

（注２）有明浜の植物を増やして、もとの場所に植えても、
遺伝的に劣化している場合があるので、良くありません。

● 有明浜の植物を守ろう!

● 有明浜の蜂を守ろう！
ハチは植物の花粉を運ぶ、非常に大切な生き物です。
世界中で農作物の授粉は約75％がハチに頼っています。
その経済効果は65兆円に及ぶと考えられています。
しかし近年、自然環境の悪化や農薬などの影響で世界
中のハナバチが減少しています。

有明浜では、
①ハチに家を提供して
②ハチを増やし
③ハチに花粉を運んでもらう
ことで、
生態系の保全を目指しています。

● 自然の中で耳を澄ませてみよう！
野鳥の声や虫の音色、風の音や川のせせらぎなど、自
然のすばらしい音に耳を澄ませましょう。
音楽を流したり、ラジオを聞きながら歩かないようにし

ましょう。

● 山火事に注意しましょう！
雨の少ない瀬戸内の森は一年中乾燥しています。森の
中での火気は厳禁です。タバコは決められた喫煙場所以
外では吸わないようにしましょう。

宇都宮 靖博／佐野 信雄／髙木 眞人／矢野 重文／吉田 一代／和田 太一／／
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増井 武彦／松本 美保子／矢野 重文／吉富 博之／渡部 哲也／観音寺市教育
委員会／西宮市貝類館／横浜丸魚 株式会社／観音寺小学校
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香
川
の
自
然
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

有
明
浜
の
自
然 5

ら
の
よ
う
な
藻
類
を
食
べ
る
も
の
が
い

な
け
れ
ば
、藻
類
は
た
ち
ま
ち
泥
の
表

面
を
覆
い
つ
く
し
、干
潟
が
酸
欠
で

腐
っ
て
し
ま
う
。つ
ま
り
カ
ニ
自
身
と
そ

の
巣
の
両
方
が
水
の
浄
化
作
用
を
担
っ

て
い
る
の
だ
。一方
、ス
ナ
ガ
ニ
類
と
異
な

り
、ニ
ホ
ン
ス
ナ
モ
グ
リ
は
巣
の
中
で
、

砂
の
中
に
堆
積
し
た
有
機
物
を
食
べ
る

の
で
、巣
作
り
や
食
事
に
伴
っ
て
砂
を

吹
き
上
げ
る
。こ
の
時
に
で
き
た
塚
は
、

粒
が
荒
く
て
水
は
け
の
良
い
土
壌
作

り
に
貢
献
し
、結
果
的
に
、浄
水
能
力

の
高
い
環
境
作
り
に
役
立
っ
て
い
る
の

だ
。こ
の
よ
う
に
、甲
殻
類
に
と
っ
て
干

潟
は
、〝
混
ぜ
つ
づ
け
る
こ
と
で
、エ
サ
と

な
る
微
生
物
が
増
え
て
、そ
の
結
果
そ

れ
ら
を
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
〞環
境

な
の
だ
。

干潟は、多くの生命が育まれる漁業上の重要な場所だ。何より、水の浄
化作用を備えた場所でもあるので、地球の生態系を維持する上で守らな
ければならない環境だ。そして干潟の地下に巣穴を持つスナガニ類やニ
ホンスナモグリが水の浄化作用の重要な担い手となっている。

年表

8000万年前

7500万年前

2500万年前

1600万年前
1500万年前
1300万年前

300万年前

120万年前
30万年前？
3万年前
2万年前

1万2千年前
8千年前
7千年前
6千年前
現在

有
明
浜
に
は
、
他
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
昆
虫
が
多

く
生
息
し
て
い
る
。
中
で
も
、
オ
オ
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
と
い
う
昆
虫
は
、

現
在
、
四
国
で
は
こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
つ
て
、
隣

の
愛
媛
県
に
も
生
息
し
て
い
た
が
1
9
4
0
年
か
ら
1
9
5
0
年
代

の
記
録
を
最
後
に
姿
を
消
し
、
同
県
内
で
は
絶
滅
し
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ハ
マ
ス
ズ
と
い
う
小
さ
な
コ
オ
ロ
ギ
の
仲

間
も
、
愛
媛
県
で
は
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
有
明
浜
で

は
健
在
だ
。
愛
媛
県
に
お
け
る
ハマ
ス
ズ
の
絶
滅
の
要
因
の一つ
と
し
て
、

堤
防
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
荒
天
時
に
堤
防

が
障
壁
と
な
っ
て
、
飛
ぶ
能
力
の
低
い
本
種
は
内
陸
に
逃
げ
切
れ
ず

に
波
に
さ
ら
わ
れ
て
死
滅
し
て
いっ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

有
明
浜
で
は
、
オ
オ
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
も
ハ
マ
ス
ズ
も
防
波
堤
の
無
い

場
所
に
集
中
し
て
生
息
し
て
い
る
。
河
川
敷
や
海
岸
な
ど
の
砂
地
環

境
に
し
か
生
息
し
な
い
オ
サ
ム
シ
モ
ド
キ
も
、
有
明
浜
で
は
堤
防
の

無
い
場
所
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海

浜
性
訪
花
昆
虫
に
は
、
海
浜
の
後
背
地
に
広
が
る
緑
地
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
私
達
人
間
の
作
っ
た
人
工
物
と
そ
の

後
ろ
に
広
が
る
緑
地
の
少
な
い
人
工
的
な
環
境
が
、
海
浜
の
生
物
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

海浜は、高温で乾燥している上、海水をかぶる事もあるため、昆虫類に
とってはとても過酷な環境だ。そのため、この環境に適応した特殊な昆虫
が生息している。海浜にしかいない種、海浜に多く見られる種など、この
環境への依存の度合いは様々だが、それぞれが、他の動物や植物と様々
な関係を持ち、独特の生態系や景観を作り出している。

有
明
浜
に
は
、
昆
虫
類
と
同
じ
様
に
海
浜
に
特
化
し
た
植

物
が
生
育
し
て
い
る（
有
明
浜
の
植
物
を
参
照
）。よ
く
見
る
と
、

そ
れ
ら
植
物
の
ま
わ
り
を
様
々
な
ハ
チ
類
や
ハエ
類
、
チ
ョ
ウ
類
、

カ
メ
ム
シ
類
、
甲
虫
類
が
飛
ん
で
い
る
。
飛
翔
力
の
高
い
昆
虫

類
に
は
、
海
浜
植
物
の
花
の
蜜
を
吸
って
花
粉
を
運
ぶ
種
が
含

ま
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
特
定
の
海
浜
植
物
を
専
門
に
訪
花
す

る
種
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
花
と
関
係
の
あ
る
昆
虫
は
、
海
浜

性
の
植
物
の
繁
殖
に
欠
か
せ
な
い
上
、
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
守
る
べ
き
生
物
群
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
の
結
果
、
こ
れ
ら
訪
花
昆
虫
に
は
、

海
浜
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
を
含
め
た
広
い
環
境
を
生
息
圏

と
し
て
い
る
種
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

海
浜
の
生
態
系
を
守
る
た
め
に
は
、
海
浜
と
そ
の
後
ろ
に
広
が

る
緑
地
も
保
全
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
実
際
に
、

2
0
0
8
年
の
有
明
浜
に
お
け
る
海
浜
性
の
ハ
ナ
バ
チ
類
の
調

査
で
は
、
ハ
チ
の
種
類
が
豊
富
に
見
ら
れ
る
場
所
は
、
後
背
地

に
松
林
の
広
が
る
、
寛
永
通
宝
の
周
辺
（
有
明
浜
の
全
長
2

㎞
中
、
わ
ず
か
1／
１
０
の
2
0
0ｍ
の
範
囲
）
だ
け
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
。

主な出来事
香川県 有明浜瀬戸内海

★海岸線が後退して、有明浜は海岸となった。
★有明浜は、海底だった。

⑩現在とほぼ同じ瀬戸内海となった。

⑨第二瀬戸内海が汽水湖となった。

⑦第二瀬戸内海が誕生し、拡大・縮小・陸化を繰り返した。

⑥第二瀬戸内海の前身（湖）が誕生した。
⑤第一瀬戸内海が消滅した。（瀬戸内火山活動の影響）

④第一瀬戸内海が誕生した。

②香川県が初めて地表に出てきた。
③香川県を含む日本の一部となる陸地が、ユーラシア大陸から、
分離して島になり、東に移動を開始した。

①ユーラシア大陸東縁の地下深くで、マグマが冷えて固まって
後の香川県や瀬戸内海の基盤（花崗岩）ができた。

⑧第二瀬戸内海が陸化し、一部が湖沼となった。

図Ａ（1600万年前） 図Ｂ（300万年前）

図Ｃ（120万年前）

〈凡例〉
陸 域
海 域
淡水域

日本海

太平洋

日本海

太平洋

日本海

太平洋

第一瀬戸内海

第二瀬戸内海の誕生
第二瀬戸内海の前身（淡水湖）

★有明浜は、陸上や沿岸となる環境が繰り返された。

★有明浜は、陸地の地下（湖の底の縁）だった。

★有明浜は、陸地の地下だった。

干
潟
は
誰
か
が
耕
さ
な
い
と
、腐
っ

て
し
ま
う
環
境
だ
。何
故
な
ら
、干
潟

に
は
有
機
物
が
集
ま
る
た
め
、干
潟
の

砂
や
泥
を
か
き
混
ぜ
続
け
な
い
と
、有

機
物
を
分
解
す
る
た
め
の
酸
素
が
不

足
し
て
腐
敗
が
進
む
の
だ
。少
し
掘
っ

た
だ
け
で
分
か
る
が
、干
潟
の
下
は
、ま

る
で
複
雑
な
迷
路
の
よ
う
に
、ゴ
カ
イ

類
や
貝
類
、甲
殻
類
な
ど
の
巣
穴
が
入

り
組
ん
で
い
る
。こ
の
巣
穴
は
干
潟
の

表
面
積
を
増
や
し
、泥
の
中
ま
で
酸
素

を
供
給
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、巣
穴

の
表
面
で
は
微
生
物
の
働
き
が
活
発
に

な
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。巣
穴
の

主
の
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
は
、干
潮
時
に
は
巣

穴
か
ら
出
て
砂
を
口
に
入
れ
て
有
機
物

や
藻
類
を
食
べ
、残
り
か
す
は
小
さ
な

砂
団
子
に
し
て
回
り
に
ば
ら
ま
く
。彼

ひ
う
ち
な
だ

ひ
う
ち
な
だ

ひ
う
ち
な
だ

つ く もやま

蜂
の
家

板の大中小の溝に、様々な
管住性ハチ類が巣をつくる。

（
第
二
版
）
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干潟は、多くの生命が育まれる漁業上の重要な場所だ。何より、水の浄
化作用を備えた場所でもあるので、地球の生態系を維持する上で守らな
ければならない環境だ。そして干潟の地下に巣穴を持つスナガニ類やニ

有明浜の甲殻類

㎝位の巣穴を掘る。 数10㎝位の複雑な巣穴を掘る。 太平洋

海浜は、高温で乾燥している上、海水をかぶる事もあるため、昆虫類に
とってはとても過酷な環境だ。そのため、この環境に適応した特殊な昆虫
が生息している。海浜にしかいない種、海浜に多く見られる種など、この

有明浜 の昆虫

有
明
浜
は
、陸
に
な
っ
た
り
、海
に
な
っ
た
り

と
、瀬
戸
内
海
と
同
様
に
様
々
な
歴
史
を
繰
り

返
し
て
き
た
。地
球
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有明浜は全長２km、最大幅105ｍの砂浜海岸で、西日本屈指と言われる
海浜植物の大群落が形成されている。これら植物の個体数、種類数は大
変多く、中には県内ではここでしか見られない種類も数多く自生している。

有明浜 の植物

貝類は海で誕生・進化し、川や池、森林にも進出してきた軟体動物だ。有明
浜の干潟や財田川、内陸部の森林には、それぞれの環境に適応した様々な貝
類が暮らしている。特に、干潟からは、全国的にも希少な種が何種も確認さ

貝類は海で誕生・進化し、川や池、森林にも進出してきた軟体動物だ。有明
浜の干潟や財田川、内陸部の森林には、それぞれの環境に適応した様々な貝
類が暮らしている。特に、干潟からは、全国的にも希少な種が何種も確認さ

有明浜の貝類
日本は、地球の活動によって様々な島があちこちから移動して集
まってできた国だ。香川県とその沖合の瀬戸内海の部分は、ユーラ
シア大陸の東端から分離して移動してきた（年表③）。この地で瀬戸

主な出来事
香川県 有明浜瀬戸内海
①ユーラシア大陸東縁の地下深くで、マグマが冷えて固まって

有明浜の なりたち
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植
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波
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■海浜植物　一年草／アキノミチヤナギ、オカヒジキ、ハマウツボ（寄生植
物）、二年草／ハマダイコン、多年草／ツルナ、ハマエンドウ、アツバスミレ、ハ
マボウフウ、ハマサオトメカズラ、ハマヒルガオ、スナビキソウ、ナミキソウ、ウン
ラン、ハマニガナ、ネコノシタ、ハマオモト、ケカモノハシ、オニシバ、ハマアオスゲ、
コウボウムギ、コウボウシバ、ビロードテンツキ、落葉低木／ハマゴウ

■海崖植物　二年草／ハマボッス、
　　　　　　多年草／ハマナデシコ、タイトゴメ、ボタンボウフウ

【有明浜およびその周辺の海岸植物】

見られる場所：海浜植物→有明浜、海崖植物や塩湿地植物など→主に江甫草山

ひ
う
ち
な
だ

干
潟
は
、
甲
殻
類
の
混
ぜ
ご
飯
！？

■塩湿地植物　多年草／ハマサジ

■その他の海岸植物　多年草／クサスギカズラ
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このガイドマップについて
●有明浜には、このマップにある生き物の情報のほかにも、たくさんの素晴らしい場所があります。そんな
場所を見つけたら、このマップに書き込んで、皆さんのオリジナルのマップをつくってください。

●このマップでは、有明浜での自然観察に適した道を紹介していますが、古道や登山道の途中には足元の悪
い場所や幅の狭いところがありますので、十分に気をつけてください。
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有明浜の貝類
有明浜にはきれい（貧栄養）な砂質の環境を好む海産貝類が多く、大半の種は砂の中や岩場の表面な
どに生息している。財田川河口にはカワザンショウガイ類などの汽水性貝類が生息している。有明浜の
背後にある琴弾山や興昌寺山等の里山には、コウベマイマイなど数種の陸産貝類が生息している。

有明浜の甲殻類
有明浜には砂質の環境を好む種が多く、大半の種は砂の中や
砂上の小石の下に生息しているが、中には、貝類の中に隠れて
生息するカニやエビもいる。財田川河口には栄養度の高い環
境を好む種が生息する。

有明浜の海水・
汽水域の魚類
有明浜に生息する種、財田川河口に生息する種（汽水魚）、
両方に生息する種の３タイプに大きく分けられる。特に財田
川の河口干潟は餌が多く、天敵の大型魚も少ないため、様々
な魚の幼魚・若魚の重要な次世代育成環境となっている。

有明浜の植物
有明浜には、県内最大級の海浜植物群落が形成
されており、多くの希少な植物が自生している。北
部の江甫草山の岩場では、海崖植物が見られる
など、このエリアは海岸植物の宝庫となっている。

体長約13㎜。自然海岸の植物が生えている砂地に
生息する。枯葉など植物質を好んで食べる。有明浜に生息す
るスナゴミムシダマシ類の中では最も海に近い場所で見られる。

オオマルスナゴミムシダマシ
生息する。枯葉など植物質を好んで食べる。有明浜に生息す

体長24～32㎜。幼虫はマ
ツなどの植物の根を食べて育ち、成
虫は日没後、マツの樹上部に飛来し、
写真のように若い葉を食べる。

シロスジコガネ
ツなどの植物の根を食べて育ち、成

体長23～32㎜。マツに強く依存す
るセミで、幼虫は地中でマツの根から汁を吸っ
て育ち、大きくなるとマツの木に登って羽化し、
成虫はマツの汁を吸い、マツの木に産卵する。

ハルゼミ
るセミで、幼虫は地中でマツの根から汁を吸っ

体長約20㎜。巣を作らず、土にもぐりコ
ガネムシの幼虫に針を刺し麻痺させてから卵を産
みつける。花の蜜を吸う姿を良く見かける。

オオモンツチバチ
ガネムシの幼虫に針を刺し麻痺させてから卵を産

クロマツ
樹高30ｍに達する、常緑針葉樹。ハルゼミやカミキ

リムシ類、タマムシ類、コメツキ類、海浜性のシロス

ジコガネなど、この樹木に依存する昆虫は多い。

チュウシャクシギ
体長約42cm。干潟や河口部、湿地に生息し、渡りの中継地である日本には春と秋に小さな群れで渡来する。写真のように、長いくちばしを利用して、砂地の奥に隠れているアナジャコなどの甲殻類や、貝類を食べる。

体長約39cm。干潟や河口部、湿地
に生息し、渡りの中継地である日本には春と
秋に群れで渡来する。写真のように、浅瀬で
大きく反り返ったくちばしを利用してカニなどの
甲殻類やゴカイ類、貝類、魚類を食べる。

オオソリハシシギ
に生息し、渡りの中継地である日本には春と

体長約20cm。主に河川や湖沼の
周辺に生息し、干潟や岩礁海岸でも見られる。
主に昆虫を食べるが、干潟では写真のように、
ゴカイ類や甲殻類を食べる。

イソシギ
周辺に生息し、干潟や岩礁海岸でも見られる。 体長10‒17.5cm。砂浜や干潟、中

流域の河川敷、湖沼どに生息する。干潟では
写真のように、節足動物やゴカイ類を食べ、河
川や湖沼では水生昆虫をついばむ。

シロチドリ
流域の河川敷、湖沼どに生息する。干潟では

有明浜の昆虫
海浜にしかいない種、海浜に多く見られる種など、有明浜の昆虫
の顔ぶれは独特である。海浜植物の豊富な環境が守られてきた
ため、それらの花に集まるハチ類が多い。特に、植物の根を食べ
るコガネムシ類の幼虫に寄生するツチバチ類が非常に多い。

草丈25～30㎝の海浜植物。
多年草で、有明浜では波打ち際に近い、
12～26ｍの範囲に生息。

スナビキソウ
多年草で、有明浜では波打ち際に近い、

草丈10～20㎝の海浜植物。
多年草で、有明浜では波打ち際から22
～32ｍの範囲で生育している。写真の
ように、実は色を変えながら熟す。

ハマボウフウ
多年草で、有明浜では波打ち際から22

草丈15～50㎝の海浜植
物。多年草で、有明浜では局所的
に自生する。

ハマエンドウ
物。多年草で、有明浜では局所的

有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物有明浜の植物

草丈10～20㎝、つる性で茎は砂上を長く這う海浜植物。多
年草で、有明浜では波打ち際から2～38ｍの広い範囲で生育している。
写真のように、花にはセイヨウミツバチが吸蜜に訪れる。

ハマヒルガオ
年草で、有明浜では波打ち際から2～38ｍの広い範囲で生育している。

草丈10～30㎝、つる性で茎
は砂上を長く這う海浜植物。多年草で、
有明浜では波打ち際から70～74ｍの
やや内陸側で生育している。葉の表面
が猫の舌のようにザラザラしている。

ネコノシタ
は砂上を長く這う海浜植物。多年草で、

草丈20～50㎝の海崖植物。多年草で、本来は海
岸の崖やその周辺に自生するが、何故か有明浜の砂浜で生
育している。海浜性のシモフリコハナバチが吸蜜に訪れる。

ハマナデシコ
岸の崖やその周辺に自生するが、何故か有明浜の砂浜で生

体長約50㎜。成魚は約250㎜になる。
海岸の岩礁域に生息し、稚魚は有明浜の北部の
江甫草山の岩場で見られる。

ダイナンギンポ（稚魚）
海岸の岩礁域に生息し、稚魚は有明浜の北部の

体長約50㎜。財田川で
は普通に見られる汽水魚。アナ
ジャコ類の巣穴を、普段の生活場
所や産卵場所として利用する。

ヒモハゼ
は普通に見られる汽水魚。アナ

ヤマトマダラヤマトマダラヤマトマダラヤマトマダラヤマトマダラヤマトマダラヤマトマダラヤマトマダラ
バッタバッタ

体長約50㎜。普段は、沿
岸の浅い海に生息するハゼの仲間。
早春に川をさかのぼり、川底で産卵
する。財田川での個体数は少ない。

シロウオ
岸の浅い海に生息するハゼの仲間。

体長40～50㎜。河口に好
んで生息する汽水魚。財田川では、
河口上流部の障害物が多い場所で
見られる。

アベハゼ
んで生息する汽水魚。財田川では、

有明浜にはきれい（貧栄養）な砂質の環境を好む海産貝類が多く、大半の種は砂の中や岩場の表面な
どに生息している。財田川河口にはカワザンショウガイ類などの汽水性貝類が生息している。有明浜の

境を好む種が生息する。

カクレエビ
体長約30㎜。生きた二枚貝（タイラギ）の中で居候生活をする。メスとオスは同じぐらいの大きさだが、ハサミはオスの方が（特に右）が大きく発達している。

甲幅約35㎜。海岸に近い草原
や林に巣穴を掘って暮らす。雑食性で動
物の死骸から植物まで何でも食べる。

アカテガニ
や林に巣穴を掘って暮らす。雑食性で動

このガイドマップについて
●

●

甲幅約40㎜。水のきれい
な砂浜の潮間帯の砂の中に隠れ
て生息している。雑食性で、海藻、
動物の死骸、小動物などを食べる。

キンセンガニ
な砂浜の潮間帯の砂の中に隠れ

殻高約100㎜。砂泥質の干潟に
生息する巻貝。潮間帯の干潟から浅海域
に生息し、3月頃に繁殖、産卵のために潮
間帯に集まってくる。ツメタガイと同じように、
他の貝（主に二枚貝）をおそって食べる。

アカニシ
生息する巻貝。潮間帯の干潟から浅海域

殻長約100㎜。汚染の少
ない大規模な砂質干潟に生息する
二枚貝。潮間帯から水深約20ｍの
砂地に深くもぐって生活している。

フジナミガイ
ない大規模な砂質干潟に生息する

殻高約50㎜。砂質の干潟に生息
する巻貝。潮間帯の砂の中にもぐって生活し、
アサリなどの他の貝をつかまえて、歯舌で殻
に穴をあけ、消化液で溶かして中身を食べる。

ツメタガイ
する巻貝。潮間帯の砂の中にもぐって生活し、

ツメタガイ

殻長約200㎜。有明浜沖の砂
泥質の干潟に生息する大型の二枚貝。
体のほとんどを海底に潜らせて隠し、口の
ような平たい部分（殻腹）だけを砂から出
して、植物プランクトンを吸いこんで食べる。

タイラギ
泥質の干潟に生息する大型の二枚貝。

有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類
有明浜には砂質の環境を好む種が多く、大半の種は砂の中や
砂上の小石の下に生息しているが、中には、貝類の中に隠れて
生息するカニやエビもいる。財田川河口には栄養度の高い環
境を好む種が生息する。

甲幅約35㎜。海岸に近い草原

アカテガニアカテガニ

オオシロピンノ
甲幅約5～15㎜。生きた二枚貝（主に

マガキやア

サリ、ハマグリ）の中で居候生活をす
る。メスはオ

スより倍ぐらい大きく、貝の中で一生
を終える。

甲幅約30㎜。財田川の
河口のアシ原にたくさんいる。主に
腐食したヨシの葉などを食べ、時に
他種のカニを襲って食べる。

アシハラガニ
河口のアシ原にたくさんいる。主に

有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類有明浜の甲殻類

体長約20㎜。砂質の前浜干潟に生息し、写
真のように空っぽの小型巻貝の殻に入って生活する。
雑食性で、海藻、動物の死骸、小動物などを食べる。

テナガツノヤドカリ
真のように空っぽの小型巻貝の殻に入って生活する。

体長24cm。水田や草原、干潟
や河原、河口などに生息する。主に昆虫
類や甲殻類などを食べ、草原や田んぼで
は植物の種子をついばむこともある。

ムナグロ
や河原、河口などに生息する。主に昆虫

体長約20㎜。巣を作らず、土にもぐりコ

オオモンツチバチ

体長27～38㎜。海岸と内陸部が
防波堤などでさえぎられていない自然の砂浜
に生息する。ハマゴウ、ハマヒルガオ、ハマボ
ウフウなどの海浜植物やそれらの種子、小昆
虫の死骸や糞を食べる。

ヤマトマダラバッタ
防波堤などでさえぎられていない自然の砂浜

有明浜の鳥類
干潟は、有機物が多く、酸素の供給量も多いため、生物の
宝庫となってる。その為、甲殻類やゴカイなどを食べるシ
ギ類やチドリ類などにとっては、重要な餌場となっている。

殻長約10㎜。財田川河口
の砂泥質の干潟に生息するアナ
ジャコ類に寄生する二枚貝。糸を出
してアナジャコの胸部下面に絡ませ
て付着し、プランクトンなどの餌を横
取りして食べる。

マゴコロガイ
の砂泥質の干潟に生息するアナ

殻高約9㎜。河口干潟に生息する小さな
汽水性の巻貝。財田川では砂泥底のアシ原で見ら
れる。植物プランクトンや微小藻類を食べる。

カワザンショウガイ
汽水性の巻貝。財田川では砂泥底のアシ原で見ら

メス

メス

オス

オス

つ く も やま

るコガネムシ類の幼虫に寄生するツチバチ類が非常に多い。
体長17～19㎜。湿った疎林の石やゴ

ミの下に生息する。夜間に地面を徘徊し、写真
のように主にナメクジを襲って食べる。

オオヨツボシゴミムシ
ミの下に生息する。夜間に地面を徘徊し、写真

有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫有明浜の昆虫

体長6.５～9㎜。写真のようにスナビキ
ソウの花粉・花蜜を食べる。

フタイロカミキリモドキ
ソウの花粉・花蜜を食べる。


